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県内漁業関係者等から要望のあった 2022 年度（令和 4年

度）の養殖用及び研究用ヤイトハタ種苗を61,850尾生産し，

配付する． 

 

材料及び方法 

（1）種苗生産 

 種苗生産には，岩井ほか（2022）が整備した循環システム

を用いて循環式で行った． 

 受精卵を飼育槽に収容する前に，200Lアルテミアふ化槽に

受精卵を移送し 15 分程度静置させ，水面上に浮かんでいる

卵を浮上卵，中層に漂っている卵を中性卵，沈んでいる卵を

沈下卵とし，浮上卵及び中性卵を種苗生産に用いた． 

 卵収容から日齢 10 前後までは小型スプリンクラーを用い

たシャワー散水による水面の油膜除去を行い，それ以降は，

シャワー散水とあわせて稚仔魚の生残や水質状況に応じて

日間0.2～1.0回転／槽で循環させた．また飼育槽が白濁して

きた場合は，循環水だけでなく砂ろ過海水を注水し，水質悪

化を防いだ．各飼育槽には，水槽底面にユニホース及びエア

ーストーンを各4か所，中央付近にエアーストーン1つを配

置し，通気を行った．受精卵収容時は，全てのユニホース及

びエアーストーンを弱通気し，ふ化を終えた日齢1からユニ

ホースによる通気を切り，強水流による形態異常の出現を防

いだ．日齢 15 程度には，体比重の増加による沈降死を防ぐ

ため，ユニホースによる弱通気を再度行った．ストレーナー

は水槽中央に設置し，稚仔魚の成長やストレーナーの汚れ具

合を見てネットの目合いを変更した．また，ストレーナー内

に塩ビ管を設置し，油膜除去を行った． 

 ワムシの給餌は，スーパー生クロレラ-V12（以下，SV：

クロレラ工業社製）を用いて24時間の栄養強化（250~400mL

／億個体／日）を行ったS型シオミズツボワムシ大分株（以

下，ワムシ）を 5~10 個体／mL の密度になるよう，日齢 3

から行った．水槽内のワムシ密度は，毎日朝と昼に計数し，

飼育水中に残存するワムシの飢餓防止，照度調節及び水質改

善を目的として，自家培養した濃縮ナンノクロロプシス（以

下，CN）またはSVを適宜添加した． 

 日齢15からアルテミアふ化幼生，日齢25以降はスーパー

カプセルパウダー（クロレラ工業社製）を用いて栄養強化（7g

／千万個体）した養成アルテミアを1~2回／日の頻度で適量

を与えた．配合飼料には，おとひめ B1・B2（日清丸紅飼料

社製）を用い，日齢 10 程度から手まき給餌を開始した．日

齢 20 以降は，タイマー式自動給餌機（DF 220BO：中部海

洋開発社製）を設置し，稚仔魚の成長と生残数に合わせて吐

出する飼料の量，粒径及び頻度を増やした．日齢 10 程度か

ら冷凍コペポーダ（撓 1，2 号：サイエンテック社製）を給

餌し，稚仔魚の成長及び生残数に応じて量を適宜調整した．

また，生産期間中は各水槽1日あたり1回の頻度で底質及び

水質改善を目的に貝化石（ロイヤルスーパーグリーン：グリ

ーンカルチャア社製）または化石サンゴ（ナグラシ3号：コ

ーラルインターナショナル社製）を適量散布した． 

 

（2）二次飼育 

 二次飼育は，取り揚げた稚魚をコンクリート製円形 50kL

水槽に張ったナイロンモジ網に収容し，循環式飼育または掛

流式飼育により行った．共食い防止目的のため，取り揚げ直

後及び水槽替えのタイミングでサイズ選別（スリット幅：2.5，

3.0，3.5，4.0，4.5，5，6，7mm）を行った．循環式飼育の

場合は，種苗生産時と同様に地下浸透海水を冷媒とした冷却

操作を行い，本種の適水温帯である26~27℃を維持するよう

に努めた．掛流式飼育の場合は，飼育水の清浄性維持のため

に銅イオン発生装置（和光技研社製）を設置し，銅イオン濃

度 50~100µg／L の範囲を維持した．なお，ウイルス性神経

壊死症（Viral Nervous Necrosis：以下，VNN）の疑いが生

じた場合は，種苗生産時と同様に速やかに循環式飼育から掛

流式飼育に切り替えた． 
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ヤイトハタ種苗生産・二次飼育 

二次飼育開始直後は，必要に応じて冷凍コペポーダを給餌

した．配合飼料には，おとひめB2・C1・C2（日清丸紅飼料

社製），ノヴァ0号・1号（林兼産業社製）及びマダイEPメ

ジャー3 号・4 号（日清丸紅飼料社製）を用い，稚魚の成長

に合わせてタイマー式自動給餌機（DF 220BO，さんし郎

KS-05L・15L：松阪製作所社製）で給餌した．日間給餌率は，

全長 50mm 程度までは総魚体重量の 10%，それ以降は餌の

食いつき具合を見ながら段階的に1~2%まで減少させた． 

種苗の出荷計数は，コンベア式フィッシュカウンター（大

阪NEDマシナリー社製）を使用し，その際にコンベアで流

れてくる種苗を外観判別により形態異常個体を間引いた．  

 

結果及び考察 

（1）種苗生産 

 種苗生産における各水槽の生産成績を表 1 に示す．2022

年4月13日から5月30日にかけて，栽培漁業センターで養

成中のヤイトハタ親魚から自然産卵で得られた計 2,291g 及

び水産海洋技術センター石垣支所（以下，石垣支所）で養成

中のヤイトハタ親魚から人工授精で得られた 203g の受精卵

を用いて種苗生産を行った．本年度は合計183.9千尾の種苗

（平均全長 : 17.8~24.6mm）を取り揚げた． 

栽培漁業センターで得られた自然産卵由来の受精卵を使

用した 1R 生産では 3 水槽のうち 2 水槽（F-6 水槽及びF-9

水槽）において日齢 30 頃に横転遊泳した衰弱個体が複数見

られた．これらを沖縄県水産海洋技術センターで魚病検査し

た結果，VNN 及びマダイイリドウイルス症どちらも陰性で

あり，原因特定には至らなかった．  

 石垣支所で得られた人工授精由来の卵を使用した 2R 生産

では，ふ化率が11.0%と著しく低かった．石垣支所から栽培

漁業センターまでの輸送時間は約6時間であり，輸送途中で

の揺れ等による卵へのショックが原因ではないかと考えら

れる．一方，ふ化率測定で11.0%であったが，実際に観察す

ると数値より多く仔魚が生残していると思われ，実際に日齢

7で行った夜間計数では76.6千尾生残していた．これはふ化

表2 ヤイトハタ二次飼育結果 

表1 ヤイトハタ種苗生産結果 

表3 衰弱個体間引き後の養成結果 
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照屋・照屋・島袋 

率測定時より2倍近い生残数であり，ふ化率測定を適切に行

えなかったためふ化率が低い数値を示した可能性がある．そ

れに伴い，取り揚げ時の生残率も高くなった．人工授精由来

の卵はふ化率が著しく低いことが多く，2021 年度（令和 3

年度）の生産でも4水槽中3水槽でふ化率が著しく低かった

（山内ほか，2023）．今回の生産では，生産を中断するほど

の減耗がなく取り揚げまで行うことができた．  

 3R 生産は初期減耗がかなり激しく，日齢 2 で仔魚が見ら

れなかったため廃棄処分した．4R 生産では浮上卵ではなく

中性卵を使用した．日齢 30 まで生残良好であったため，中

性卵でも発生が問題なく進んでいることを確認できた場合

は，種苗生産に用いても問題ないと考えられる．日齢 31 か

ら浮上死が多数見られ，魚病検査の結果VNNに感染してい

ることが分かった．後述するが，種苗生産水槽と隣接する中

間育成水槽でVNN症状が見られており，そこから感染した

可能性がある． 

 

（2）二次飼育及び種苗配付 

 二次飼育の生産成績を表2に示す．二次飼育開始時は循環

式飼育により管理していたが，2022年6月20日から水面付

近で斃死魚が多く確認されたため，病気の蔓延を防ぐ目的で

循環式飼育から掛流式飼育に切り替えた（全長55mm程度の

稚魚が斃死）．なお，この時の水温は 27.7℃であった．6 月

24日に衰弱個体を魚病検査した結果，VNN陰性であった．

それ以降も斃死が収まらず，全ての水槽でVNNの症状であ

る横転遊泳といった異常遊泳個体が見られたため，銅イオン

による飼育水の清浄化や手まき給餌による残餌の削減，衰弱

個体の間引きを行い，選別作業は中止した．間引き個体は

FRP 製角形 4.0kL 水槽に暗幕を設置し，約 1 か月間養生し

た．間引き個体の生残率の結果を表3に示す．発症魚のサイ

ズは全長約55mm以上であった．収容尾数を記録していなか

ったため，斃死尾数と生残尾数を合わせた数を収容尾数とし

て生残率を算出した結果，4 水槽の合計で 76.0%であった．

この結果，全長55mm以上でVNNが発症しても暗幕の設置

等の適切な処理を行えば70%程度は生残すると考えられる． 

7月20日に衰弱個体を魚病検査した結果，VNN陽性であっ

た．感染源の特定はできなかったが，種苗生産時に発症しな

かったことから，親魚からの垂直感染ではなく，餌料や取

水・揚水した海水に起因するウイルスが感染源になったと推

測される．感染防止策としては，地下浸透海水を熱媒体とし

た冷却操作を行い，飼育水温を27℃以下になるように努め，

VNN の発症を抑える．紫外線殺菌装置による飼育水の殺菌

等が効果的だと考えられる．本年度は大規模にVNNが蔓延

したが，追加要望を含めて全ての要望を満たすことができ

た． 

2022年のヤイトハタ種苗の配付は2022年7月4日～2023

年3月7日にかけて行い，平均全長52～210mmの種苗を追

加要望含めて70,402尾，県内漁業関係者等に配付した． 
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